
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

みんなの歌声を響かせましょう  

第３学年 飛 翔 
幸田中学校 

第５号 

令和５年 １０月 ２日 

 

朝夕の涼しく心地よい風に、秋の訪れを感じる時期となりました。先日の進路説明会では、保護者の皆さま
にご来校いただき、生徒たちが進路を真剣に考える機会となりました。ありがとうございました。また、体育
大会では、競技の部のみを行いました。歯を食いしばって競技をする姿、笑顔で応援をする姿など、その時々
の表情がとても素敵でした。まだ、１学期から準備してきた縦割り演舞の披露が残っています。演舞でも素敵
な表情が見られることを楽しみにしています。 
今回の学年通信には、合唱コンクールに向けての思いが綴られています。中学校生活最後の合唱コンクール

を通して感じた思いが、これから先の人生においてかけがえのない大切な思い出となり、歩み続けていく中で
大きな支えになってくれることを願います。 

学年主任 杉浦 龍太 

私が今年の合唱コンクールで１番大切にしたいこと
は「全員で」ということです。合唱に全員が力を注ぐ
ことはもちろん、その他の面に力を入れたいです。例
えば練習の時間に早く始められるように声を掛け合
う、他のパートが練習していたら自分たちも声を掛け
合い、進んで合唱の練習をしていきたいです。合唱リ
ーダーたちだけに全て任せ、指示を聞いているだけで
はなく、全員が自分から合唱への思いを全力で注いで
ほしいと思います。 
学級閉鎖で遅れてしまっている部分を埋め、越えて

いけるようにしたいと思います。最終的には全員が楽
しんで歌い、聞いている人に思いが届くような合唱に
できるように指揮者としてみんなを支えていきたいと
思っています。 

３組指揮者  

今年は、３年生でラストの合唱コンクールなので全
力を出せるようにしたいです。そのためには、自分か
ら考えて行動し、一体感をもって練習したいです。 
練習では、みんなで協力して一人一人の意見を尊重

し、充実した練習にしたいです。いろいろなことを全
力で取り組んで３年１組で良かったと思えるような合
唱を創り上げたいです。 
１組が歌う「手紙」は誰かに思いを届ける気持ちだ

ったり、曲の雰囲気が明るめだったりするので、みん
なにそれを意識してもらうような指揮にしたいです。
最高の合唱コンクールにするために、今までにやって
きたことをすべて出し切って３年１組だけの合唱がで
きるように頑張りたいです。 

１組指揮者  

 今年は、最後の合唱コンクールなので、３年間の中
で一番良かったと思える合唱にしたいです。そして、
聴いてくれる人たちを感動させられるような合唱を創
りたいです。 
「手紙」という曲は、１５歳の自分が、苦しくても自
分の声を信じて今を生きていこうという、前向きな曲
です。その前向きさを３年１組らしく表現していきた
いです。 
伴奏は難しいですが、みんなの歌を引き立てるよう

な伴奏をしたいです。また、本番では、今までで一番
良い伴奏ができるように頑張ります。本番まで練習で
きる時間はあまりありませんが、最後まで全力で、悔
いが残らないように練習していきたいです。 
最優秀賞をクラス全員でつかみ取りたいです。 

１組伴奏者  

２組は、「栄光の架橋」を合唱します。私は指揮者と
して、責任をもち、自分のやれる最大限のことをやろ
うと思います。学級目標は「ＳＯＲＥ～後悔のない合
唱へ～」に決まりました。私は、最後の合唱コンクー
ルを良い思い出として残したいと思っているので、「後
悔のない合唱」を特に大切にしようと思っています。
この思いをみんながもつために、指揮者として引っ張
っていけるような言葉掛けや雰囲気を大切にした練習
を創っていけるよう、やり切りたいです。 
クラス全員が全力を出して、一人一人の声や思いが

聴いてくださる方々へと伝わる、そんな合唱へと導い
ていけるように努力していこうと思います。 

２組指揮者  

学級目標「ＳＯＲＥ～後悔のない合唱へ～」のＳＯ
ＲＥには「Smile」「Over」「Rainbow」「Enjoy」とい
う意味が込められています。この目標を大切に、合唱
コンクールまで日々成長し全員で目標が達成できるよ
うに取り組んでいきます。 
「Over」には、上や越えるという意味があります。

全員で協力し、乗り越えていきたいです。級訓「虹の
道」に掛けて「Rainbow」という言葉も入っており、
２組の個性や級訓に込められた意味も聴いてくださる
方に伝えられたらいいなと思います。 
私は目標の中でも「Enjoy」を大切にし、楽しいと思

える練習、聴いてくださる人にも楽しいなと感じても
らえる合唱にしていきたいです。クラスの絆が深まる
良い行事にしたいです。 

２組伴奏者  



 

 

 

 

 

 

     〈１０月の予定〉  〈１１月の予定〉 
１日 (日) 新人戦予備日・ハピネスヒル音楽祭  １日 (水) 冬服完全移行 

３日 (火) 第 2回岡崎学力検査  ３日 (金) 文化の日 

５日 (金) 幸田町一斉授業研究会 12：55下校完了  ２０日 (月) 期末テスト １日目(理・数・美) 

９日 (月) スポーツの日  ２１日 (火) 期末テスト ２日目(音・技家・英) 

１３日 (金) 幸中祭 １日目  ２２日 (水) 期末テスト ３日目(保体・社・国) 

１４日 (土) 幸中祭 ２日目  ２３日 (木) 勤労感謝の日 

１６日 (月) １４日の振替休業日  ２４日 (金) 県民の日 学校ホリデー 

１８日 (水) 中間テスト １日目(英・国・理)     

１９日 (木) 中間テスト ２日目(社・数)     

２６日 (木) 体育大会     

２７日 (金) 卒業アルバム撮影日 ※夏服 
・学年集合写真 
・部活動集合写真 

 
   

  ・クラス写真     
 

ラーケーションについてのお知らせ 

すでにパンフレット等でお知らせしているように、１０月２日（月）よりラーケーションを取得できます。 

１年で３日間（本年度は２日間）取得できますが、申請の際に気を付けていただきたいことを以下のようにまとめました。 

①パンフレットに記載した、取得ができない日の確認をお願いします。 

②取得より２週間を切ってからの届け出分については給食を欠食することはできません。 

③配付した申し込み用紙（幸田中学校の HPからプリントアウトも可）に必要事項を記入した上で担任へ提出してください。 

以上、御理解のほど、よろしくお願いします。 

 ５・６組の合唱コンクールに向けての目標は「一人
一人が、全力で、丁寧に、協力して、楽しむ」です。ク
ラスの話し合いの末に大事にしたい５つの言葉です。
私は指揮者に立候補したとき、最優秀賞を獲るために
クラスを支えていきたいと思いました。伴奏者の心愛
さんや各パートリーダーとも協力して体育大会の熱を
そのままに、合唱に取り組んで行きたいです。 
 ５組の合唱曲「虹」は中学生のために作られた曲で、
歌詞を見てみると、中学校３年生の今に当てはまるよ
うな言葉がいくつもあります。音程や強弱だけでなく、
今だからこそ分かるその言葉の感覚を大切に、５・６
組らしく「一人ひとりが全力で、丁寧に、協力して、
楽しく」歌っていきます。 

５組指揮者  

私たち５・６組の合唱曲は「虹」と決まり、初めて
楽譜を見たときは、すごく難しい曲だと思いました。
ソプラノの強弱のある高音。アルトの合唱を創り出す
ハーモニー。テノールの切り替えのある音程。そして
ソロ。正直、伴奏も難しくて指揮や歌に合わせられる
のが大変です。しかし、全員で協力していい合唱を創
っていきたいと思っています。 
私たちのクラス目標は「一人ひとりが、全力で、丁

寧に、協力して、楽しむ」です。この言葉には、みん
なの合唱に対する思いが込められています。目指すは
最優秀賞。目標を達成するためにも、伴奏者としてク
ラスを支えながら、全員で楽しめる合唱を創っていき
たいです。 

５組伴奏者  

中学校生活最後の合唱コンクールに向けて、私には
二つの目標があります。 
一つ目は学級合唱で最優秀賞を獲ることです。私は

伴奏を務めます。練習のときにみんなのやる気を引き
出すことができる、楽しい練習の場を作っていきたい
と思います。歌う側が気持ちを込めてこその合唱だと
思うので、３年４組ならではの合唱をみんなで作って
いきたいです。 
 二つ目は学年合唱についてです。練習が始まったの
は今年の１月、伴奏は昨年の１２月から練習してきま
した。全体練習のときはまとめる役をすることも多く、
修学旅行でも歌いました。これだけたくさんの時間を
使い極めてきた合唱で、たくさんの方々を感動させた
いです。学級合唱・学年合唱共に全力で楽しんで最高
の合唱コンクールにしたいです。 

４組伴奏者  

 私たち４組のスローガンは「絆を結ぶ」です。合唱コ
ンクールを通して協力する心や積極性を高めクラスの
絆を結びたいという意味が込められています。また最
優秀賞を目指しつつ、普段の練習も楽しみながら明る
い雰囲気で練習をしていきたいです。練習では特に伝
え合うことを大切にしたいです。例えばクラス内で歌
を聴き合って良かった点、改善点を伝え合い、お互い
の考え方や思いを伝え合うことで、気持ちを高め合い、
合唱をより良いものにできると思います。 
最後の合唱コンクールなので悔いの残らないよう、

全力で取り組みたいです。そして聞いてくれる人の心
に響く合唱を創り上げたいです。 

４組指揮者  


